
長
野
市
天
用
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像

小

倉

絵
里
子

は
じ
め
に

天
用
寺
は
長
野
県
長
野
市
篠
ノ
井
に
あ
る
智
恩
院
末
の
浄
土
宗
寺
院
で
あ

る
。
寛
文
以
降
の
近
世
過
去
帳
に
よ
る
と
、
も
と
は
長
谷
郷
の
平
と
い
う
別
の

地
に
あ
っ
た
が
、
天
正
年
中
に
火
災
に
遭
い
、
天
正
二
年
︵
一
五
七
四
︶
に
領

主
赤
沢
修
理
大
夫
信
重
が
、
自
ら
が
帰
依
す
る
慶
誉
乗
故
和
尚
を
大
和
国
よ
り

請
じ
て
中
興
開
山
と
し
、
現
在
の
地
に
再
建
し
た
と
い
う
。
十
八
世
紀
末
以
降

1

は
領
主
松
平
氏
の
位
牌
安
置
所
と
さ
れ
、
土
地
な
ど
の
寄
進
を
受
け
て
い
る

が
、
残
念
な
が
ら
創
建
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
阿
弥
陀
如
来
立
像
︵
以
下
、
天
用
寺
像
︶︻
図
１
～
図

９
︼
は
、
天
用
寺
本
尊
と
し
て
本
堂
須
弥
壇
厨
子
内
に
安
置
さ
れ
、
現
在
は
江

戸
時
代
の
制
作
と
み
ら
れ
る
観
音
・
勢
至
菩
薩
立
像
を
脇
侍
と
し
三
尊
形
式
を

と
る
。
像
高
九
六
・
九
㎝
︵
三
尺
二
寸
︶、
髪
際
高
九
〇
・
九
㎝
︵
三
尺
︶
と
、

髪
際
高
で
ち
ょ
う
ど
三
尺
を
測
る
阿
弥
陀
如
来
立
像
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
室
町

2

時
代
初
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、
近
年
行
わ
れ
た
解
体
修
理

3

で
像
内
か
ら
仏
頭
一
個
︻
図

～
図

︼
と
承
久
二
年
︵
一
二
二
〇
︶
の
造
像

10

13

銘
記
が
発
見
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
大
陸
に
お
い
て
宋
時
代
や
高
麗
時
代
に
流
布
し
た
い
わ
ゆ
る
逆
手
来

4迎
印
と
い
う
特
殊
な
印
相
を
結
ぶ
ほ
か
、
頭
部
の
形
や
衣
文
線
に
も
宋
風
の
影

響
が
見
て
と
れ
る
。
筆
者
は
解
体
修
理
中
に
実
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
た

め
、
造
像
銘
記
、
像
内
納
入
仏
頭
、
そ
し
て
宋
風
の
影
響
と
い
っ
た
天
用
寺
像

が
具
え
る
特
筆
す
べ
き
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

一
、
像
内
銘
記
の
検
討

天
用
寺
像
の
像
内
右
胸
腹
部
に
次
の
墨
書
が
あ
る
︻
図

︼。

14

立
像
弥
陀
三
尺
像

檀
主
龍
円

巧
匠
阿
念

承
久
二
年
壬辰

五
月
六
日

執
筆
戒
西

敬
白
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こ
の
墨
書
は
通
し
て
一
筆
、
一
行
目
に
あ
る
﹁
立
像
弥
陀
三
尺
像
﹂
は
ま
さ

に
髪
際
高
で
三
尺
を
測
る
本
像
に
符
合
し
て
お
り
、
造
像
銘
記
と
み
て
間
違
い

な
い
。
た
だ
し
、
承
久
二
年
の
歳
次
は
庚
辰
で
あ
る
か
ら
壬
辰
は
誤
り
で
あ

る
。
造
像
銘
記
に
記
さ
れ
る
内
容
と
し
て
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

5表
記
が
や
や
変
わ
っ
て
お
り
、
ま
ず
﹁
立
像
弥
陀
三
尺
像
﹂
と
い
う
表
記
は
珍

し
い
。
像
種
を
記
す
場
合
、
寸
法
、
尊
像
名
の
順
で
記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
、

天
用
寺
像
の
よ
う
な
例
は
今
の
と
こ
ろ
他
に
見
出
せ
な
い
。

檀
主
龍
円
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
ま

た
檀
主
と
い
う
語
は
造
像
銘
記
な
ど
で
は
見
慣
れ
な
い
が
、
檀
越
に
同
じ
と
み

て
よ
く
、
本
像
の
他
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
類
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
鎌

倉
時
代
の
例
で
は
、
宝
治
二
年
︵
一
二
四
八
︶
銘
の
岩
手
・
個
人
蔵
阿
弥
陀
如

来
立
像
︵﹁
大
檀
主
﹂﹁
女
檀
主
﹂︶
や
弘
長
元
年
︵
一
二
六
一
︶
銘
の
東
京
・

6

染
谷
不
動
堂
銅
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
︵﹁
檀
主
﹂︶
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
注
目

7

す
べ
き
は
、
現
在
熊
本
県
の
個
人
蔵
と
な
っ
て
い
る
大
治
五
年
︵
一
一
三
〇
︶

銘
の
釈
迦
如
来
坐
像
で
、
像
内
腹
部
に
﹁
檀
主
僧
快
暹
﹂
と
墨
書
さ
れ
る
が
、

8

こ
の
釈
迦
像
に
は
同
時
に
造
像
さ
れ
た
薬
師
如
来
坐
像
︵
熊
本
・
個
人
蔵
︶
が

9

伝
存
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
﹁
檀
越
僧
快
暹
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま

さ
に
檀
越
と
檀
主
が
同
意
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
い
え

る
。仏

師
と
み
ら
れ
る
巧
匠
阿
念
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

た
だ
し
阿
念
と
い
う
名
は
、
建
保
四
年
︵
一
二
一
六
︶
銘
の
石
川
・
尾
添
区
阿

弥
陀
如
来
立
像
︵
以
下
、
尾
添
区
像
︶
の
台
座
銘
記
、
貞
応
三
年
︵
一
二
二

10

四
︶
の
制
作
を
上
限
と
す
る
京
都
・
光
林
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
に
納
入
さ
れ
た

11

念
仏
供
養
札
、
仁
治
四
年
︵
一
二
四
三
︶
銘
の
京
都
・
大
念
寺
阿
弥
陀
如
来
立

像
に
納
入
さ
れ
た
結
縁
者
名
簿
に
同
じ
名
前
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
光
林
寺

12像
と
大
念
寺
像
の
場
合
は
、
多
数
の
結
縁
者
の
一
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る

こ
と
か
ら
、
仏
師
と
し
て
造
像
に
携
わ
っ
た
人
物
と
は
考
え
に
く
い
。
尾
添
区

像
は
、
快
慶
作
の
承
久
三
年
︵
一
二
二
一
︶
銘
、
奈
良
・
光
林
寺
阿
弥
陀
如
来

立
像
や
、
快
慶
周
辺
仏
師
の
作
と
み
ら
れ
像
内
に
建
保
七
年
︵
一
二
一
九
︶
記

の
結
縁
交
名
帳
を
納
め
た
京
都
・
光
薗
院
阿
弥
陀
如
来
立
像
と
形
式
や
作
風
が

近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
快
慶
周
辺
仏
師
の
作
と
み
ら
れ
て
い
る
。
尾
添
区
像
の

場
合
も
願
主
、
檀
越
、
仏
師
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
判
断
し
が
た
く
、
仏
師
で
な

い
可
能
性
が
高
い
が
、
天
用
寺
像
と
は
制
作
年
代
が
近
い
の
で
注
意
さ
れ
る
。

尾
添
区
像
は
着
衣
形
式
や
衣
文
表
現
に
快
慶
風
が
顕
著
で
あ
る
の
に
対
し
、
天

用
寺
像
は
右
肩
に
か
か
る
衣
の
表
現
に
快
慶
作
品
と
の
類
似
が
認
め
ら
れ
る
の

み
で
、
両
像
の
間
に
は
形
式
や
作
風
に
隔
た
り
が
あ
る
︵
後
述
す
る
︶
。
よ
っ

て
同
じ
仏
師
が
制
作
し
た
も
の
と
は
言
い
難
く
、
両
像
の
銘
記
に
あ
る
阿
念
は

別
人
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
阿
念
が
﹁
巧
匠
﹂
と
い
う
宋
風
の
肩
書
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
興

味
深
い
。
こ
の
肩
書
を
快
慶
が
よ
く
用
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
、
そ
の

他
、
行
快
を
は
じ
め
と
す
る
快
慶
の
系
譜
を
ひ
く
弟
子
や
名
前
か
ら
慶
派
と
み

ら
れ
る
仏
師
た
ち
が
用
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
巧
匠
は
建
築
関
係
の

13

工
人
に
対
す
る
肩
書
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
造
像
銘
記
や
像
内

納
入
文
書
等
で
仏
師
の
肩
書
に
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、
大
治
二
年
︵
一
一

二
七
︶
銘
の
京
都
・
鞍
馬
寺
吉
祥
天
立
像
の
像
内
納
入
経
の
奥
書
に
﹁
造
仏
巧

匠

兼
□

静
真

、
快
賢
、
経
□
﹂
と
あ
る
の
が
最
も
早
い
事
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
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る
。
た
だ
し
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
快
慶
以
外
で
﹁
巧
匠
﹂
と
い
う
肩
書

を
用
い
た
の
は
、
建
保
二
年
～
承
久
二
年
︵
一
二
一
四
～
一
二
二
〇
︶
に
制
作

さ
れ
た
大
報
恩
寺
釈
迦
如
来
坐
像
の
﹁
巧
匠
行
快
﹂
が
最
も
早
く
、
そ
れ
に
続

く
の
が
天
用
寺
像
で
あ
る
。
そ
の
後
は
嘉
禄
二
年
︵
一
二
二
六
︶
銘
の
和
歌

山
・
如
意
輪
寺
蔵
王
権
現
像
、
寛
喜
元
年
︵
一
二
二
九
︶
銘
の
熊
本
・
明
導
寺

阿
弥
陀
三
尊
像
と
続
き
、
十
三
世
紀
半
ば
以
降
も
含
め
れ
ば
十
数
例
知
ら
れ
て

い
る
が
、
他
の
事
例
に
比
べ
天
用
寺
像
は
比
較
的
早
い
時
期
に
﹁
巧
匠
﹂
と
い

う
肩
書
を
用
い
て
お
り
、
な
お
か
つ
快
慶
周
辺
以
外
で
は
最
も
早
い
。
平
安
時

代
以
降
、
仏
像
制
作
者
の
肩
書
に
は
﹁
仏
師
﹂
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的

で
、﹁
巧
匠
﹂
は
承
久
年
間
ま
で
で
い
え
ば
快
慶
周
辺
に
限
定
的
に
使
用
さ
れ

て
い
た
当
時
、
あ
え
て
﹁
巧
匠
﹂
と
い
う
肩
書
を
使
用
し
た
意
味
を
ど
う
理
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

造
像
銘
記
と
は
異
な
る
が
、
平
安
末
期
頃
に
成
立
さ
れ
た
﹃
興
福
寺
流
記
﹄

の
西
金
堂
条
に
は
、
建
立
時
に
本
尊
造
像
の
計
画
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
変
更
を
光
明
皇
后
に
進
言
し
た
の
が

﹁
巧
匠
門
導
師
﹂﹁
天
竺
巧
匠
﹂
と
い
う
仏
師
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
か
ら
渡
来
し

て
き
た
外
国
人
仏
師
に
対
し
﹁
巧
匠
﹂
と
い
う
肩
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同

じ
頃
、
京
都
で
は
清
凉
寺
釈
迦
如
来
立
像
︵
以
下
、
清
凉
寺
像
︶
が
三
国
伝
来

の
生
身
の
釈
迦
と
し
て
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
東
大
寺
僧
奝
然
︵
九
三
八

～
一
〇
一
六
︶
が
入
宋
の
際
、
浙
江
省
台
州
で
現
地
の
工
人
に
作
ら
せ
持
ち

帰
っ
た
も
の
で
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
多
く
の
模
刻
像
が
制
作

さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
清
凉
寺
像
に
対
す
る
信
仰
の
高
ま
り

は
、
そ
れ
を
作
っ
た
外
国
人
工
人
に
対
す
る
評
価
も
高
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
、﹃
興
福
寺
流
記
﹄
の
記
述
も
外
国
人
工
人
に
対
す
る
尊
称
と
し
て
使
用
さ

れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
後
白
河
法
皇
が
建
久
二
年
︵
一
一
九
一
︶
に
清

凉
寺
像
の
模
刻
と
十
大
弟
子
の
造
像
を
発
願
し
た
際
の
供
養
願
文
に
は
﹁
巧
匠

に
課
し
て
﹂
と
あ
り
、
そ
の
翌
年
に
は
快
慶
が
醍
醐
寺
三
宝
院
弥
勒
菩
薩
坐
像

14

で
初
め
て
﹁
巧
匠
﹂
を
名
乗
る
。
快
慶
の
﹁
巧
匠
﹂
使
用
は
、
俊
乗
坊
重
源

︵
一
一
二
一
～
一
二
〇
六
︶
の
中
国
趣
味
、
宋
代
美
術
受
容
に
よ
る
影
響
が
直

接
的
な
要
因
で
あ
る
が
、
清
凉
寺
像
信
仰
の
隆
盛
が
﹁
巧
匠
﹂
と
い
う
語
の
一

般
化
を
推
し
進
め
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

前
述
し
た
通
り
、
天
用
寺
像
の
作
者
阿
念
を
快
慶
周
辺
の
仏
師
に
据
え
る
こ

と
は
難
し
い
。
ま
た
決
し
て
数
は
多
く
な
い
が
、
次
第
に
﹁
巧
匠
﹂
と
い
う
肩

書
を
用
い
る
仏
師
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
天
用
寺
像
の
作
者
阿

念
は
、
快
慶
一
門
と
は
無
関
係
な
が
ら
、
早
い
時
期
か
ら
自
ら
の
作
風
や
肩
書

に
宋
風
を
取
り
入
れ
て
い
た
仏
師
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

二
、
像
内
納
入
仏
頭
と
本
体
の
構
造

天
用
寺
像
は
現
在
、
新
補
の
厚
い
表
面
仕
上
げ
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
解
体

修
理
中
の
実
査
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
構
造
は
頭
体
幹
部
を
一
材
か
ら
彫
成

15

し
、
両
体
側
部
は
肩
以
下
袖
先
ま
で
含
ん
で
別
材
を
矧
ぐ
。
体
幹
部
の
内
刳
り

は
右
体
側
部
か
ら
施
さ
れ
、
左
体
側
部
側
に
は
貫
通
し
な
い
。
頭
部
に
内
刳
り

は
な
い
。
ま
た
右
体
側
部
材
は
当
初
か
ら
の
状
態
で
あ
る
か
不
明
だ
が
、
現
状

上
下
七
パ
ー
ツ
に
分
割
さ
れ
て
い
る
︻
図

︼
。
極
め
て
特
殊
な
構
造
で
、
筆

15

者
が
知
る
限
り
天
用
寺
像
以
外
に
同
様
の
構
造
で
制
作
さ
れ
た
作
例
は
見
当
た
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ら
な
い
。

解
体
修
理
に
際
し
て
は
、
前
述
の
銘
記
と
と
も
に
木
造
仏
頭
一
個
の
納
入
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
発
見
時
は
太
腿
部
辺
り
に
面
部
を
前
に
し
て
納
め
ら
れ
て

い
た
と
い
い
、
修
理
終
了
後
に
は
当
初
の
状
態
で
再
び
納
め
ら
れ
た
た
め
、
現

在
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

仏
頭
は
首
上
部
ま
で
で
、
両
耳
輪
後
部
を
含
む
後
頭
部
を
割
損
し
、
首
部
の

切
断
面
は
鋸
引
き
さ
れ
て
い
る
。
榧
か
と
思
わ
れ
る
針
葉
樹
材
の
一
材
製
で
、

内
刳
り
は
な
い
。
法
量
は
頂
︱
顎
一
四
・
三
㎝
と
阿
弥
陀
像
本
体
よ
り
も
や
や

小
さ
い
。
表
面
は
素
地
仕
上
げ
で
眉
や
唇
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
造

像
当
初
の
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

像
内
納
入
品
と
し
て
仏
像
が
納
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
意
味
や
機
能
は
様
々

で
あ
る
が
、
新
規
の
造
像
に
あ
た
っ
て
奉
籠
が
意
図
さ
れ
た
場
合
︵
さ
ら
に
は

古
く
か
ら
伝
来
し
た
仏
像
を
納
め
る
場
合
と
納
入
仏
と
し
て
新
造
さ
れ
る
場
合

の
二
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
︶
と
、
旧
像
が
焼
失
や
損
壊
な
ど
に
遭
い
、

再
興
造
像
に
あ
た
っ
て
旧
像
の
残
欠
を
納
め
た
場
合
と
に
大
別
で
き
る
。
本
仏

頭
の
場
合
、
後
頭
部
の
割
損
と
首
部
の
切
断
面
な
ど
か
ら
、
破
損
仏
と
み
る
の

が
自
然
で
あ
り
、
一
応
後
者
に
当
た
る
可
能
性
が
高
い
。
破
損
仏
の
納
入
に
つ

い
て
は
文
献
上
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
事
例
が
み
ら
れ
、
現
存
し
な
い
が
著
名

な
も
の
と
し
て
は
、
永
承
四
年
︵
一
〇
四
九
︶
に
焼
失
し
た
興
福
寺
北
円
堂
本

尊
の
再
興
に
際
し
、
旧
像
の
塑
像
頭
部
を
像
内
に
納
入
し
た
こ
と
が
﹃
七
大
寺

巡
礼
私
記
﹄
に
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
現
存
作
例
で
は
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ

16

る
。

・
京
都
・
東
寺
講
堂
帝
釈
天
像
︵
承
和
六
年
︹
八
三
九
︺︶

↓
梵
天
像
の
脇
面
︵
承
和
六
年
︹
八
三
九
︺︶

・
奈
良
・
東
井
戸
堂
区
・
西
井
戸
堂
区
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
︵
平
安
時
代
︶17

↓
塑
像
心
木
︵
奈
良
時
代
︶

・
福
岡
・
観
世
音
寺
不
空
羂
索
観
音
菩
薩
立
像
︵
貞
応
元
年
︹
一
二
二
二
︺︶18

↓
塑
像
心
木
お
よ
び
塑
像
断
片
︵
奈
良
時
代
︶

・
京
都
・
浄
瑠
璃
寺
馬
頭
観
音
菩
薩
立
像
︵
仁
治
二
年
︹
一
二
四
一
︺︶19

↓
馬
頭
観
音
等
の
木
像
断
片
︵
平
安
末
期
～
鎌
倉
初
期
︶

・
奈
良
・
秋
篠
寺
伝
帝
釈
天
立
像
︵
頭
部
／
奈
良
時
代
・
体
部
／
正
応
二
年

︹
一
二
八
九
︺︶

↓
脱
活
乾
漆
像
断
片
︵
奈
良
時
代
︶

・
和
歌
山
・
道
成
寺
千
手
観
音
菩
薩
立
像
︵
南
北
朝
時
代
︶

↓
木
心
乾
漆
造
千
手
観
音
菩
薩
立
像
︵
奈
良
時
代
︶

納
入
さ
れ
た
旧
像
断
片
は
浄
瑠
璃
寺
像
を
除
き
奈
良
時
代
や
平
安
前
期
に
さ

か
の
ぼ
る
も
の
ば
か
り
で
、
こ
れ
に
は
や
は
り
古
仏
で
あ
る
旧
像
の
霊
性
を
引

き
継
ぐ
意
味
が
込
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
本
仏
頭
は
い
つ
頃
制
作
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
仏
頭
は
大
き
く

弧
を
描
く
眉
と
切
れ
長
の
目
が
特
に
印
象
的
で
、
鼻
は
や
や
短
く
、
口
が
小
さ

い
。
初
見
時
は
平
安
前
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
の
印
象

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
建
保
三
年
︵
一
二
一
五
︶
銘
の
滋
賀
・
源
昌
寺
薬
師

如
来
立
像
や
建
保
四
年
︵
一
二
一
六
︶
銘
の
滋
賀
・
洞
寿
院
聖
観
音
菩
薩
立

20

像
、
貞
応
元
年
︵
一
二
二
二
︶
銘
の
滋
賀
・
仏
心
寺
聖
観
音
菩
薩
立
像
に
近
い

21

22

の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
得
た
。

し
か
し
抑
揚
の
付
け
ら
れ
た
目
は
法
華
寺
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
や
東
大
寺
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弥
勒
仏
坐
像
に
似
た
印
象
が
あ
り
、
ま
た
額
か
ら
鼻
先
ま
で
を
一
直
線
に
あ
ら

わ
し
顎
を
引
く
側
面
観
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
や
山

形
・
宝
積
院
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
、
そ
し
て
新
薬
師
寺
薬
師
如
来
坐
像
や
前

述
の
東
大
寺
像
な
ど
平
安
前
期
彫
刻
に
通
じ
、
後
頭
部
を
失
い
な
が
ら
も
十
分

な
奥
行
き
が
感
じ
ら
れ
る
。
低
平
な
肉
髻
も
東
大
寺
像
や
新
薬
師
寺
像
に
通
じ

平
安
前
期
風
で
あ
る
。
洞
寿
院
像
と
本
仏
頭
の
側
面
観
も
一
見
似
て
は
い
る

が
、
本
仏
頭
の
頬
の
自
然
な
面
取
り
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
充
実
し
た
側
面
観
は
、
洞
寿
院
像
や
源
昌
寺
像
の
よ
う
な
建
保
年
間
に
造

像
さ
れ
な
が
ら
も
一
種
の
古
様
を
示
す
鎌
倉
前
期
の
作
例
よ
り
も
、
九
世
紀
の

檀
像
系
一
木
造
彫
像
に
よ
り
近
い
も
の
感
じ
る
。
結
論
は
保
留
と
す
る
が
、
古

像
と
す
れ
ば
旧
像
の
一
部
納
入
の
事
例
と
な
り
、
同
時
期
像
と
す
れ
ば
納
入
の

意
味
を
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

天
用
寺
像
本
体
の
構
造
は
他
に
例
を
見
な
い
極
め
て
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

立
像
の
場
合
、
割
矧
ぎ
造
り
で
も
像
内
の
内
刳
り
部
は
密
閉
性
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
が
、
天
用
寺
像
は
前
述
の
通
り
、
頭
体
幹
部
が
一
材
製
で
内
刳
り
は
頭

部
や
左
体
側
部
に
通
じ
て
お
ら
ず
、
右
体
側
部
で
蓋
を
す
る
よ
う
な
仕
口
で
内

刳
り
部
が
ま
る
で
容
器
を
思
わ
せ
る
構
造
で
あ
る
。
こ
の
特
殊
な
構
造
が
、
全

体
に
か
な
り
細
身
で
右
肩
か
ら
腕
に
掛
け
て
内
側
に
縮
こ
ま
っ
た
印
象
を
与
え

て
い
る
。
な
お
、
先
に
挙
げ
た
道
成
寺
千
手
観
音
像
は
、
朽
損
し
た
旧
像
納
入

の
た
め
に
鞘
仏
と
し
て
造
像
さ
れ
た
も
の
で
、
背
面
お
よ
び
両
側
部
を
凹
字

型
に
矧
ぎ
寄
せ
、
正
面
材
を
蓋
板
状
に
あ
て
る
極
め
て
特
異
な
構
造
を
し
て

い
る
が
、
天
用
寺
像
の
特
異
な
構
造
も
仏
頭
を
納
め
る
と
い
う
目
的
意
識
の

下
、
よ
り
高
い
密
閉
性
を
求
め
た
結
果
、
選
択
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ

よ
う
。

三
、
宋
風
に
つ
い
て

天
用
寺
像
は
印
相
や
衣
文
表
現
、
頭
部
の
形
な
ど
に
い
わ
ゆ
る
宋
風
が
み
ら

れ
る
。
た
だ
本
像
は
補
修
も
多
く
、
ど
こ
ま
で
造
像
当
初
の
姿
を
留
め
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
現
状
の
姿
か
ら
宋
風
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
。天

用
寺
像
の
特
徴
は
何
と
言
っ
て
も
逆
手
来
迎
印
を
結
ん
で
い
る
こ
と
で
あ

り
、
さ
ら
に
細
か
く
見
れ
ば
逆
手
来
迎
印
の
中
で
も
他
に
例
の
な
い
タ
イ
プ
で

あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
逆
手
来
迎
印
は
宋
時
代
お
よ
び
高
麗
時
代
の
阿
弥

陀
三
尊
立
像
画
像
に
見
ら
れ
、
日
本
へ
は
請
来
画
像
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
へ
の
導
入
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
重

23

源
や
泉
涌
寺
開
山
の
俊
芿
︵
一
一
六
六
～
一
二
二
七
︶
と
い
っ
た
入
宋
経
験
の

あ
る
僧
た
ち
で
あ
っ
た
。
逆
手
来
迎
印
の
彫
刻
作
例
は
、
重
源
が
東
大
寺
の
播

磨
別
所
と
し
た
浄
土
寺
の
快
慶
作
阿
弥
陀
三
尊
立
像
︵
以
下
、
浄
土
寺
像
︶
を

24

は
じ
め
と
し
、
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
前
半
を
中
心
に
作
例
が
知
ら
れ
て

い
る
。

25岩
田
茂
樹
氏
は
逆
手
来
迎
印
の
代
表
的
作
例
の
実
査
を
踏
ま
え
、
図
像
・
形

式
の
分
析
や
制
作
時
期
の
推
定
か
ら
逆
手
来
迎
印
像
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
さ

れ
た
が
、
逆
手
来
迎
印
像
の
造
像
に
は
宗
派
、
構
造
、
着
衣
形
式
、
印
相
の
詳

細
な
ど
、
総
合
的
に
顕
著
な
傾
向
は
な
い
と
い
う
。
光
森
正
士
氏
は
逆
手
来
迎

26

印
を
現
存
作
例
か
ら
細
か
く
七
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
天
用
寺
像
は
そ
の
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う
ち
の
ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
七
種
の
逆
手
来
迎
印
の
う
ち
作
例
が
多

27

い
の
は
浄
土
寺
像
に
代
表
さ
れ
る
タ
イ
プ
で
、
左
腕
は
屈
臂
し
て
胸
前
で
仰
掌

し
第
一
・
三
指
を
捻
じ
て
第
四
指
を
こ
れ
に
添
え
る
よ
う
に
曲
げ
、
右
腕
は
垂

下
し
て
掌
を
前
に
向
け
全
指
を
伸
ば
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
印
相
は
南
宋
・
淳

熙
十
年
︵
一
一
八
三
︶
銘
の
知
恩
院
阿
弥
陀
浄
土
図
な
ど
宋
仏
画
に
も
作
例
が

多
い
。

天
用
寺
像
の
よ
う
に
左
手
掌
を
正
面
に
向
け
る
も
の
に
、
彫
像
で
は
兵
庫
・

安
養
寺
像
、
滋
賀
・
聖
衆
来
迎
寺
像
、
京
都
・
悲
田
院
像
が
あ
る
。
安
養
寺
像

28

と
聖
衆
来
迎
寺
像
は
垂
下
し
た
右
手
の
全
指
を
伸
ば
し
て
い
る
が
、
悲
田
院
像

は
右
手
も
第
一
・
三
指
を
捻
じ
て
い
る
点
で
、
天
用
寺
像
に
最
も
近
い
印
相
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
悲
田
院
像
の
右
臂
以
下
す
べ
て
と
左
手
首
先
は
後
補
と

い
う
が
、
こ
の
印
相
は
十
三
世
紀
後
半
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
阪
・
法

道
寺
阿
弥
陀
三
尊
図
の
中
尊
や
十
四
世
紀
に
描
か
れ
た
泉
屋
博
古
館
阿
弥
陀
三

尊
図
の
中
尊
と
い
っ
た
高
麗
仏
画
に
事
例
が
あ
り
、
こ
の
図
様
は
宋
代
の
頃
す

29

で
に
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
天
用
寺
像
の
手
首
先
も
後
補
の
可
能

30

性
は
あ
る
が
、
現
状
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
最
も
一
般
的

で
あ
っ
た
第
一
・
二
指
を
捻
じ
る
来
迎
印
を
逆
手
に
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
天
用
寺
像
の
よ
う
な
印
相
の
逆
手
来
迎
印
像
は
他
に
な
く
、
ま
た
本

様
と
し
た
画
像
も
見
出
さ
れ
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
逆
手
来
迎
印
を
日
本
通

有
の
来
迎
印
へ
と
改
変
し
た
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
こ
で
先
に
示
し
た
阿
念
の
名
が
出
る
尾
添
区
像
︻
図

・

︼
と

16

17

本
像
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
尾
添
区
像
は
こ
の
期
の
快
慶
及
び
そ
の
周
辺
の
一

般
的
作
風
・
形
式
を
示
す
も
の
と
さ
れ
る
か
ら
、
お
の
づ
か
ら
天
用
寺
像
の
宋

風
受
容
の
深
度
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
着
衣
形
式
と
衣
文
表
現
で
あ
る
が
、
尾
添
区
像
は
裙
・
覆
肩
衣
・
袈
裟

を
着
け
、
袈
裟
は
偏
袒
右
肩
に
ま
と
い
、
覆
肩
衣
は
右
胸
下
で
一
度
た
る
み
を

つ
く
っ
て
か
ら
袈
裟
に
た
く
し
込
ま
れ
る
。
衣
文
表
現
は
当
時
の
一
般
的
な
も

の
で
、
腹
前
に
Ｕ
字
型
衣
文
線
、
腰
か
ら
両
脚
部
に
Ｙ
字
型
衣
文
を
表
し
、
裙

は
プ
リ
ー
ツ
状
に
折
り
た
た
ま
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
天
用
寺
像
は
内
衣
・
裙
・

覆
肩
衣
・
袈
裟
を
着
け
、
覆
肩
衣
は
尾
添
区
像
同
様
、
右
胸
下
で
一
度
た
る
み

を
表
す
。
衣
文
表
現
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
腹
か
ら
両
脚
部
に
か
け
て
は
宋
仏

画
や
宋
風
彫
刻
に
共
通
す
る
Ｖ
字
型
衣
文
線
が
施
さ
れ
、
裙
も
尾
添
区
像
の
よ

う
に
プ
リ
ー
ツ
状
に
は
折
り
た
た
ま
ず
、
正
面
中
央
で
打
合
わ
せ
、
脛
前
に
Ｕ

字
型
衣
文
線
を
施
す
。
な
お
、
袈
裟
の
表
現
に
は
不
自
然
な
点
が
あ
る
。
通
例

で
は
右
肩
に
浅
く
か
か
る
衣
は
袈
裟
の
一
端
で
あ
る
が
、
天
用
寺
像
で
は
袈
裟

が
背
面
で
左
肩
か
ら
右
脇
腹
に
わ
た
る
た
め
袈
裟
で
も
覆
肩
衣
で
も
な
い
別
の

衣
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
浄
土
寺
中
尊
像
と
共
通
す
る
こ
と
は
留
意
し

て
お
き
た
い
。
ま
た
後
補
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
左
肩
に
か
か
る
袈
裟
の
一
層

31

目
の
端
が
肩
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
下
が
る
こ
と
や
腹
前
で
帯
の
よ
う
に
わ
た
る
袈

裟
の
表
現
も
不
自
然
で
あ
る
。
頭
部
は
天
用
寺
像
、
尾
添
区
像
共
に
髪
際
が
中

央
で
や
や
下
が
る
が
、
天
用
寺
像
の
肉
髻
は
低
く
、
地
髪
と
肉
髻
の
境
目
を
ほ

と
ん
ど
あ
ら
わ
さ
な
い
。
そ
の
他
、
尾
添
区
像
は
丸
顔
で
目
に
は
抑
揚
が
あ

り
、
体
躯
も
ほ
ど
良
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
あ
る
が
、
天
用
寺
像
は
面
長
で
豊
か

に
膨
ら
ん
だ
頬
、
吊
り
上
が
っ
た
目
が
印
象
的
で
、
体
躯
は
細
身
で
な
で
肩
、

肉
身
の
抑
揚
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
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天
用
寺
像
の
腹
部
か
ら
両
脚
部
に
施
さ
れ
た
Ｖ
字
形
衣
文
線
は
形
式
化
が
著

し
い
が
、
浄
土
寺
像
や
東
京
国
立
博
物
館
阿
弥
陀
如
来
立
像
︵
以
下
、
東
博

像
︶︻
図

・

︼、
京
都
・
戒
光
寺
釈
迦
如
来
立
像
︵
以
下
、
戒
光
寺
像
︶
な

18

19

ど
と
同
様
、
明
ら
か
に
宋
代
美
術
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
、
特
に
濃
厚
な

宋
風
を
示
す
東
博
像
や
戒
光
寺
像
と
系
統
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
衣
文
表
現
に
お
い
て
は
他
に
顕
著
な
宋
風
を
示
す
特
徴
は
な
く
、
東

博
像
や
戒
光
寺
像
の
よ
う
に
裙
裾
に
立
湧
文
形
の
折
り
た
た
み
を
表
し
た
り
、

や
は
り
宋
風
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
正
治
元
年
︵
一
一
九
九
︶
銘
の
峰
定
寺
釈
迦

如
来
立
像
︵
以
下
、
峰
定
寺
像
︶
や
普
悦
筆
の
京
都
・
清
浄
華
院
阿
弥
陀
三
尊

32

像
︵
以
下
、
清
浄
華
院
本
︶
の
よ
う
に
衣
縁
を
波
状
に
表
す
よ
う
な
表
現
も
見

ら
れ
な
い
。

頭
部
の
形
も
明
ら
か
に
宋
風
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
東
博
像
や
戒
光
寺

像
ほ
ど
一
つ
一
つ
の
螺
髪
は
大
き
く
な
く
、
肉
髻
珠
も
小
さ
い
。
ま
た
吊
り
上

が
っ
た
目
尻
も
東
博
像
や
戒
光
寺
像
の
よ
う
な
強
い
ア
ク
セ
ン
ト
は
つ
け
ら
れ

て
お
ら
ず
、
宋
風
独
特
の
癖
の
強
さ
は
だ
い
ぶ
和
ら
い
で
い
る
。
ま
た
宋
仏
画

や
宋
風
彫
刻
に
よ
く
見
ら
れ
る
頭
部
の
大
き
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
、
肩
幅
が

広
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
る
体
躯
と
も
異
な
り
、
頭
部
が
小
さ
く
、
細
身
で
な
で
型

な
体
つ
き
は
宋
風
彫
刻
作
例
中
で
あ
れ
ば
峰
定
寺
像
に
近
い
。

33

宋
風
彫
刻
は
宋
仏
画
の
立
体
化
が
定
着
す
る
と
そ
れ
自
体
が
本
様
と
な
り
模

倣
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
天
用
寺
像
の
場
合
も
宋
仏
画
だ
け
で

34

な
く
、
浄
土
寺
像
な
ど
の
先
行
す
る
宋
風
彫
刻
に
範
を
採
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
右
肩
に
か
か
る
衣
の
表
現
が
共
通
す
る
浄
土
寺
像
と
で

も
着
衣
形
式
が
す
べ
て
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
浄
土
寺
像
が
袈
裟
を
鐶
で

吊
っ
て
い
る
こ
と
、
覆
肩
衣
は
右
胸
下
で
た
る
み
を
作
ら
ず
に
袈
裟
に
た
く
し

込
ま
れ
る
こ
と
、
袈
裟
の
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
相
違
点
も
多
く
、

ま
た
先
述
の
裙
裾
や
衣
縁
と
い
っ
た
衣
の
表
現
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い

え
る
こ
と
か
ら
、
天
用
寺
像
の
場
合
、
手
本
と
し
た
彫
像
や
画
像
が
複
数
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

宋
風
彫
刻
の
本
様
に
な
っ
た
宋
仏
画
に
は
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
宋
風
彫
刻
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
そ
の
受
容
深
度
や
仏
師
系

統
の
違
い
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
表
現
を
み
せ
る
。
こ
れ
は
天
用
寺
像

に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
、
印
相
や
衣
文
線
な
ど
像
の
各
所
に
宋
風
の
要
素
を

採
り
入
れ
な
が
ら
、
長
い
爪
や
波
打
つ
衣
縁
な
ど
宋
風
独
特
の
癖
の
強
い
表
現

は
採
用
し
な
い
な
ど
、
そ
こ
に
は
天
用
寺
像
独
自
の
宋
風
受
容
の
態
度
が
窺
え

る
。
な
か
で
も
逆
手
来
迎
印
を
当
時
通
有
の
第
一
・
二
指
を
捻
じ
る
来
迎
印
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
の
は
、
宋
風
の
和
様
化
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き

点
で
あ
る
。

最
後
に
、
宋
風
の
特
徴
を
多
く
具
え
な
が
ら
、
天
用
寺
像
と
同
じ
よ
う
に
そ

の
一
部
で
和
様
化
を
み
せ
る
作
例
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
京
都
市
伏
見
区
に

あ
る
念
仏
寺
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
︵
以
下
、
念
仏
寺
像
︶
は
︻
図

・
20

︼、
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
来
迎
印
を
結
ん
だ
像
高
八
二
・
〇
㎝
︵
二
尺
七
寸
︶

21の
像
で
、
鎌
倉
中
期
か
ら
後
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

35

以
下
、
概
要
を
記
す
。
螺
髪
旋
毛
型
彫
出
、
肉
髻
珠
・
白
毫
を
あ
ら
わ
す
。

内
衣
、
裙
、
覆
肩
衣
、
袈
裟
を
着
け
る
。
袈
裟
は
偏
袒
右
肩
に
ま
と
い
、
覆
肩

衣
は
右
胸
下
で
一
度
た
る
み
を
作
っ
て
袈
裟
に
た
く
し
込
ま
れ
る
。
右
腕
は
屈

臂
し
て
胸
前
で
掌
を
前
に
向
け
て
立
て
、
左
腕
は
垂
下
し
て
掌
を
前
に
向
け
て
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下
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
・
二
指
を
捻
じ
、
両
足
を
揃
え
て
立
つ
。
念
仏
寺
像
は

そ
の
衣
文
構
成
や
頭
部
の
形
な
ど
全
体
に
宋
風
の
表
現
が
顕
著
で
、
宋
仏
画
の

忠
実
な
再
現
を
目
指
し
た
と
さ
れ
る
東
博
像
や
戒
光
寺
像
、
そ
し
て
大
阪
・
長

泉
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
︵
釈
迦
如
来
立
像
︶
と
も
共
通
す
る
点
が
極
め
て
多

36

く
、
次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
裙
・
覆
肩
衣
・
袈
裟
を
着
け
る
着
衣
形

式
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
両
袖
裾
も
裙
裾
に
届
く
ほ
ど
長
く
、
先
が
尖
る
。
袈

裟
前
面
に
表
わ
し
た
Ｖ
字
型
衣
文
線
は
下
腹
部
か
ら
大
腿
部
で
は
省
略
す
る
。

裙
裾
に
は
左
右
対
称
の
位
置
に
立
湧
文
形
の
衣
褶
表
現
が
み
ら
れ
る
。
肉
髻
が

低
平
で
、
肉
髻
珠
が
大
き
く
、
髪
際
は
中
央
で
や
や
下
が
る
。
螺
髪
が
大
粒
で

逆
時
計
回
り
の
旋
毛
を
刻
み
、
髪
際
の
一
列
目
は
螺
髪
を
下
向
き
に
表
す
。
面

貌
は
張
り
の
あ
る
頬
に
、
目
尻
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
た
切
れ
長
の
目
と
小
さ

な
口
︵
上
唇
よ
り
も
下
唇
を
小
さ
く
表
す
︶
を
配
し
、
癖
の
強
い
異
国
的
な
顔

だ
ち
で
あ
る
。
そ
の
他
、
肩
幅
が
広
く
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
る
体
躯
や
甲
の
高
い

足
、
さ
ら
に
細
か
く
見
れ
ば
、
横
線
二
本
に
縦
線
一
本
を
交
差
さ
せ
る
手
相
も

共
通
す
る
。

念
仏
寺
像
は
東
博
像
や
戒
光
寺
像
を
手
本
に
し
た
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
細
部

の
形
式
ま
で
よ
く
似
て
お
り
、
特
に
長
泉
寺
像
と
は
制
作
年
代
が
近
い
た
め

か
、
極
め
て
近
い
作
風
を
示
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
宋
仏
画
の
立
体
化
が
定
着

し
、
彫
像
に
範
を
求
め
た
事
例
で
あ
ろ
う
。
念
仏
寺
像
の
両
手
首
先
は
後
補
の

可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
ず
、
あ
る
い
は
峰
定
寺
像
や
戒
光
寺
像
と
同
じ

釈
迦
如
来
像
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
仮
に
阿
弥
陀
と
す
れ
ば
、
阿
弥
陀

如
来
像
と
し
て
顕
著
な
宋
風
を
示
し
な
が
ら
も
、
印
相
が
逆
手
で
は
な
く
通
常

の
来
迎
印
で
あ
る
点
に
、
天
用
寺
像
と
同
様
、
宋
風
の
和
様
化
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

ま
と
め

宋
風
彫
刻
は
本
様
と
し
た
宋
仏
画
の
違
い
、
さ
ら
に
は
本
様
を
立
体
化
す
る

に
あ
た
っ
て
の
宋
風
受
容
に
対
す
る
意
識
の
差
に
よ
っ
て
、
作
品
ご
と
に
か
な

り
趣
き
が
異
な
る
。
天
用
寺
像
も
他
の
作
例
と
同
様
、
造
像
に
あ
た
っ
て
は
宋

風
要
素
の
取
捨
選
択
が
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
宋
風
彫
刻
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
づ

け
る
逆
手
来
迎
印
と
い
う
要
素
を
当
時
の
日
本
に
お
い
て
一
般
的
な
来
迎
印
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
は
、
天
用
寺
像
独
自
の
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
っ
た
。

逆
手
来
迎
印
の
作
例
は
畿
内
と
そ
の
周
辺
に
集
中
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
仏
師
が
﹁
巧
匠
﹂
と
い
う
当
時
と
し
て
は
新
し
い
肩
書
を
い
ち
早
く

37

使
用
し
て
い
る
こ
と
、
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
み
せ
る
宋
風
の
要
素
を

取
捨
選
択
し
て
立
体
化
し
、
さ
ら
に
は
印
相
に
和
様
へ
の
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
を

見
せ
る
こ
と
か
ら
、
天
用
寺
像
は
地
方
仏
師
に
よ
る
造
像
で
は
な
く
、
中
央
で

造
像
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
阿
念
と
い
う
仏
師
の
系
統
や
像
本
体
の
特
殊
な
構
造
、
納
入
さ
れ
た

仏
頭
の
制
作
年
代
な
ど
、
今
後
も
検
討
を
要
す
る
問
題
を
多
く
含
ん
だ
興
味
深

い
作
例
で
も
あ
る
。

１

①
﹃
信
州
郷
土
史
第
一
篇
概
説

塩
崎
村
史
﹄
信
州
郷
土
史
研
究
会
、
一
九
六
二
年
。

②
﹃
探
訪
信
州
の
古
寺
２
﹄
郷
土
出
版
社
、
一
九
九
六
年
四
月
。
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長
谷
郷
の
平
に
は
現
在
も
天
用
寺
屋
敷
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

２

そ
の
他
の
法
量
は
左
記
の
通
り
︵
㎝
︶
。

頂
︱
顎

一
六
・
六

面

長

一
一
・
一

面

幅

九
・
七

耳

張

一
二
・
一

面

奥

一
四
・
〇

胸

奥

一
二
・
八
︵
左
︶

腹

奥

一
三
・
八

肘

張

二
三
・
五

袖
裾
張

二
三
・
四

裙
裾
張

二
〇
・
八

足
先
開

外

一
三
・
一

同

内

六
・
五

３

前
掲
書
︵
注
１
︲
②
︶

４

二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
、
株
式
会
社
放
光
に
よ
り
施
工
さ
れ
て
い

る
。

５

壬
辰
は
、
承
久
二
年
の
十
二
年
後
、
貞
永
元
年
︵
一
二
三
二
︶
で
あ
る
。

６

山
本
勉
﹁
阿
弥
陀
如
来
像
︵
岩
手
・
個
人
蔵
︶
﹂
︵
﹃
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
鎌
倉

時
代
造
像
銘
記
篇
﹄
六
所
収
︶
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
八
年
二
月
。

７

﹃
造
像
銘
記
集
成
﹄
№
三
六
一
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
十
月
。

８

毛
利
久
﹁
釈
迦
如
来
像
︵
熊
本
・
個
人
蔵
︶
﹂
︵
﹃
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
平
安
時

代
造
像
銘
記
篇
﹄
三
所
収
︶
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
七
年
十
一
月
。

９

毛
利
久
﹁
薬
師
如
来
像
︵
熊
本
・
個
人
蔵
︶
﹂
︵
注
８
前
掲
書
所
収
︶

山
本
勉
﹁
阿
弥
陀
如
来
像
︵
石
川
・
尾
添
区
︶
﹂
︵
﹃
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
鎌
倉

10
時
代
造
像
銘
記
篇
﹄
三
所
収
︶
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
三
月
。

根
立
研
介
﹁
阿
弥
陀
如
来
像
︵
京
都
・
光
林
寺
︶
﹂
︵
注

前
掲
書
所
収
︶。

11

10

水
野
敬
三
郎
﹁
阿
弥
陀
如
来
像
︵
京
都
・
大
念
寺
︶
﹂
︵
注
６
前
掲
書
所
収
︶。

12

毛
利
久
﹁
快
慶
の
生
涯
﹂
︵
﹃
仏
師
快
慶
論
﹄
第
一
部
第
六
︶
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六

13

一
年
十
月
。

清
水
真
澄
﹁
中
性
仏
師
の
肩
書
﹂︵﹃
中
世
彫
刻
史
の
研
究
﹄
所
収
︶
有
隣
堂
、
一
九

八
八
年
三
月
。

﹁
嵯
峨
釈
迦
模
像
供
養
﹂︵﹃
転
法
輪
鈔
﹄
表
白
二
︶

14

二
〇
〇
七
年
一
月
二
十
四
日
、
実
践
女
子
大
学
武
笠
朗
教
授
と
筆
者
で
修
理
途
中
の

15
工
房
に
て
実
査
し
た
。
す
で
に
新
補
、
補
修
が
終
わ
り
、
肉
身
部
の
黒
漆
塗
り
ま
で
が

終
了
し
て
い
た
。

こ
の
再
興
像
も
治
承
兵
火
に
よ
り
失
わ
れ
、
運
慶
に
よ
っ
て
承
元
二
年
︵
一
二
〇
八
︶

16
よ
り
再
び
再
興
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
運
慶
に
よ
る
鎌
倉
再
興
像
に
は
、
勧
進
を
つ
と
め

た
専
心
上
人
所
持
の
白
檀
三
寸
弥
勒
菩
薩
像
が
願
文
等
と
共
に
頭
部
内
に
納
め
ら
れ
て

い
る
。

井
上
正
﹁
十
一
面
観
音
菩
薩
像
︵
奈
良
・
東
井
戸
堂
区
・
西
井
戸
堂
区
︶﹂︵﹃
日
本
彫

17
刻
史
基
礎
資
料
集
成
平
安
時
代
造
像
銘
記
篇
﹄
八
所
収
︶
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九

七
一
年
二
月
。

八
尋
和
泉
﹁
不
空
羂
索
観
音
菩
薩
像
︵
福
岡
・
観
世
音
寺
︶﹂︵
注

前
掲
書
所
収
︶。

18

10

岩
田
茂
樹
﹁
馬
頭
観
音
菩
薩
像
︵
京
都
・
浄
瑠
璃
寺
︶﹂︵﹃
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集

19
成
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
﹄
五
所
収
︶
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
七
年
二
月
。

副
島
弘
道
﹁
薬
師
如
来
像
︵
滋
賀
・
源
昌
寺
︶﹂︵
注

前
掲
書
所
収
︶。

20

10

副
島
弘
道
﹁
聖
観
音
菩
薩
像
︵
滋
賀
・
洞
寿
院
︶﹂︵
注

前
掲
書
所
収
︶。

21

10

高
梨
純
次
﹁
聖
観
音
菩
薩
像
︵
滋
賀
・
仏
心
寺
︶﹂︵
注

前
掲
書
所
収
︶。

22

10

水
野
敬
三
郎
﹁
宋
代
美
術
と
鎌
倉
彫
刻
﹂︵﹃
国
華
﹄
一
〇
〇
〇
︶
一
九
七
七
年
五
月

23︵﹃
日
本
彫
刻
史
研
究
﹄
所
収

中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
九
六
年
一
月
︶。

副
島
弘
道
﹁
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
像
︵
兵
庫
・
浄
土
寺
︶﹂︵﹃
日
本
彫
刻
史
基
礎

24
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資
料
集
成
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
﹄
一
所
収
︶
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
四

月
。

﹃
阿
弥
陀
仏
彫
像
﹄
奈
良
国
立
博
物
館
、
一
九
七
四
年
。

25

岩
田
茂
樹
﹁
鎌
倉
時
代
仏
教
彫
刻
に
お
け
る
宋
風
受
容
の
諸
形
態
に
関
す
る
研
究
︱

い
わ
ゆ
る
逆
手
来
迎
印
像
を
中
心
に
︱
﹂
︵
﹃
鹿
島
美
術
研
究
﹄
年
報
第
十
三
号
別
冊
︶

一
九
九
六
年
十
一
月
。

岩
田
氏
前
掲
論
文
︵
注

︶
。

26

25

光
森
正
士
﹃
阿
弥
陀
如
来
像
﹄
︵
﹃
日
本
の
美
術
﹄
二
四
一
︶
至
文
堂

一
九
八
六
年

27
六
月
。

悲
田
院
に
は
逆
手
来
迎
印
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
二
躯
伝
来
し
て
い
る
。
十
三
世
紀

28
半
ば
以
前
の
制
作
と
さ
れ
る
も
の
と
室
町
時
代
の
制
作
と
さ
れ
る
も
の
で
、
本
稿
で
は

前
者
を
指
す
。

鄭
于
澤
﹁
高
麗
時
代
の
阿
弥
陀
三
尊
図
﹂
︵
﹃
泉
屋
博
古
館
紀
要
﹄
五
︶
一
九
八
八
年

29
九
月
。

岩
田
氏
前
掲
論
文
︵
注

︶
。

30

25

岩
田
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
タ
イ
プ
の
印
相
は
高
麗
で
も
宋
で
も
盛
行
し
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
カ
ラ
ホ
ト
伝
来
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
蔵
阿
弥
陀
三
尊
図
の
中
尊

に
近
い
と
い
い
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
本
は
宋
末
元
初
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
本
は
敦
煌
画
に
通
じ
る
作
風
を
も
ち
、
服
制
は
中
原
の
影
響
下
に

あ
る
と
い
う
。

藤
岡
穣
氏
は
浄
土
寺
像
に
つ
い
て
﹁
快
慶
が
作
り
慣
れ
た
偏
袒
右
肩
の
袈
裟
と
覆
肩

31
衣
を
つ
け
る
如
来
像
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
正
面
観
の
み
袈
裟
の
一
端
が
右
肩
に
浅
く

か
か
る
絵
像
の
形
式
を
採
り
入
れ
た
結
果
﹂
と
し
て
い
る
。

藤
岡
穣
﹁
仏
像
と
本
様
︱
鎌
倉
時
代
前
期
の
如
来
立
像
に
お
け
る
宋
仏
画
の
受
容
を

中
心
に
﹂︵﹃
講
座
日
本
美
術
史

第
二
巻

継
承
の
伝
承
﹄
所
収
︶
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年
五
月
。

井
上
一
稔
﹁
釈
迦
如
来
像
︵
京
都
・
峰
定
寺
︶﹂︵﹃
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
鎌
倉

32
時
代
造
像
銘
記
篇
﹄
一
所
収
︶
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
四
月
。

峰
定
寺
像
は
そ
の
瀟
洒
な
体
つ
き
が
和
歌
山
・
成
福
院
阿
弥
陀
如
来
像
︵
以
下
、
成

33
福
院
︶
の
表
現
に
近
い
と
さ
れ
、
知
恩
院
本
や
清
浄
華
院
本
の
よ
う
な
宋
仏
画
だ
け
で

な
く
、
成
福
院
本
の
よ
う
な
系
統
の
宋
仏
画
も
本
様
に
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

藤
岡
氏
前
掲
論
文
︵
注

︶。

31

藤
岡
氏
前
掲
論
文
︵
注

︶。

34

31

念
仏
寺
像
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
実
践
女
子
大
学
武
笠
朗
教
授
よ
り
ご
教
示
い
た
だ

35
い
た
。

長
泉
寺
像
も
現
状
来
迎
印
を
結
ん
で
い
る
が
、
両
手
首
先
の
保
存
状
態
に
関
し
て
は
、

36
後
補
で
も
と
は
戒
光
寺
像
等
と
同
じ
釈
迦
如
来
像
だ
っ
た
と
す
る
見
解
︵
①
︶
と
、
当

初
の
も
の
と
す
る
見
解
︵
②
︶
に
分
か
れ
て
お
り
、
筆
者
は
長
泉
寺
像
を
実
見
し
て
い

な
い
た
め
本
稿
で
は
そ
の
扱
い
を
保
留
と
す
る
。

①
金
子
啓
明
﹁
鎌
倉
時
代
前
期
に
お
け
る
宋
代
美
術
受
容
の
一
形
態
︱
泉
涌
寺
旧
蔵
阿

弥
陀
如
来
立
像
を
中
心
に
︱
﹂︵﹃
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
﹄
五
二
五
︶
一
九
九
四
年
十
二
月
。

②
桑
野
梓
﹁
鎌
倉
中
期
の
仏
像
に
見
る
﹁
宋
風
﹂
受
容
に
つ
い
て
︱
大
阪
・
長
泉
寺
阿

弥
陀
如
来
立
像
︱
﹂︵﹃
東
ア
ジ
ア
文
化
還
流
﹄
二
︶
二
〇
〇
八
年
七
月
。

岩
田
氏
前
掲
論
文
︵
注

︶。

37

25
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︹
図
版
出
典
︺

図

・

﹃
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
﹄
三
︿
図
版
﹀

16

17

図

・

﹃
聖
地
寧
波
﹄
展
図
録

18

19

︹
付
記
︺

調
査
・
撮
影
お
よ
び
本
誌
へ
の
掲
載
を
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
天
用
寺
住
職
・
念
仏

寺
住
職
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
実
践
女
子
大
学
武
笠
朗
教

授
に
は
多
く
の
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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